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野
々
市
市
表
彰

特
別
栄
誉
表
彰

奥
村　
善
久
（
本
町
一
丁
目
）

世
界
初
の
携
帯
電
話

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
シ

ス
テ
ム
、
標
準
規
格

に
対
す
る
先
駆
的
貢

献
が
評
価
さ
れ
、
工

学
分
野
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
全
米

技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
が
主
催
す
る
２
０
１
３

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
タ
ー
ク
・
ド
レ
イ
パ
ー

賞
を
日
本
人
研
究
者
と
し
て
初
め
て
受
賞

さ
れ
る
。

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学　

夢
考
房
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
代
表
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
世
界
大
会
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
」
に
出
場
し
、
日

本
勢
と
し
て
８
年
ぶ
り
の
優
勝
を
収
め

る
。

特
別
功
労
表
彰

山
口　
直　
（
三
納
二
丁
目
）

体
育
協
会
会
長
と
し

て
、
市
ス
ポ
ー
ツ
の

競
技
力
の
向
上
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
る
。

自
治
功
労
表
彰

魚
野　
孝
次
郎
（
扇
が
丘
）

中
央
公
民
館
館
長
と

し
て
、
生
涯
学
習
お

よ
び
地
域
社
会
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

藤　
力　
（
高
橋
町
）男

女
共
同
参
画
審
議

会
委
員
お
よ
び
都
市

計
画
審
議
会
委
員
、

青
少
年
問
題
協
議
会

委
員
と
し
て
市
勢
発

展
に
貢
献
さ
れ
る
。

半
村　
民
雄
（
御
経
塚
一
丁
目
）

図
書
館
協
議
会
委
員

と
し
て
、
図
書
館
の

運
営
お
よ
び
若
者
へ

の
読
書
普
及
に
貢
献

さ
れ
る
。

小
林　
雅
人
（
三
日
市
町
）

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
る
。

地
域
功
労
表
彰

田
村　
佳
美
（
若
松
町
）

食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
市
民
の
健

康
意
識
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
る
。

高
尾　
外
美
枝
（
本
町
二
丁
目
）

食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
市
民
の
健

康
意
識
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
る
。

片
山　
千
里
（
住
吉
町
）

第
37
回
全
日
本
競
歩

能
美
大
会
中
学
生
女

子
３
㎞
競
歩　
優
勝

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
振
興
表
彰

嶋
田　
絵
美
（
本
町
五
丁
目
）

第
８
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会　
フ
リ
ー
の
部　
女

子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝　
フ
リ
ー
の
部　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

中
村　
優
太
（
扇
が
丘
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス

リ
ン
グ
北
信
越
大
会　
60
㎏
級　
優
勝

平
成
25
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技　
第
49
回
北
信
越

高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会 

66
㎏
級　
優
勝

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
34
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
優
勝

第
43
回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
ベ
ス
ト
８

辻　

さ
子
（
中
林
五
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技　
10
回
出
場

田
村　
む
つ
子
（
下
林
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

競
技　
４
回
出
場　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技　
６
回
出
場

吉
岡　
幸
三
（
本
町
三
丁
目
）

野
々
市
の
民
話
集
な

ど
を
も
と
に
多
く
の

紙
芝
居
を
制
作
し
、

図
書
館
へ
寄
贈
す
る

と
と
も
に
、
自
作
紙

芝
居
の
上
演
や
絵
手

紙
の
指
導
を
行
い
、

地
域
福
祉
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
る
。

人
形
劇
サ
ー
ク
ル　
く
る
り
ん
ぱ

保
育
園
や
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お
い
て

野
々
市
の
民
話
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
人
形
劇
や
手
作
り
紙
芝
居
、
影

絵
な
ど
の
上
演
を
行
い
、
地
域
福
祉
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

芸
術
文
化
功
労
表
彰

織
田　
幸
子
（
稲
荷
四
丁
目
）

第
１
２
３
回
全
国
吟

道
大
会　
第
３
位

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

石
原　
亨
（
中
林
二
丁
目
）

２
０
１
３ 

Ｉ
Ｃ
Ｆ

カ
ヌ
ー
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
世
界
選
手
権

ア
メ
リ
カ
大
会
ス

ク
ォ
ー
ト
部
門
男
子

出
場

谷
村　
加
代
子
（
押
越
二
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

競
技　
５
回
出
場　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技　
５
回
出
場

上
野　
喜
紹
（
本
町
五
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
山
岳
競
技

10
回
出
場　
６
回
入
賞

黒
川　
正
道
（
押
野
二
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
弓
道
競
技

16
回
出
場

山
本　
重
雄
（
新
庄
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
ゴ
ル
フ
競
技　

10
回
出
場　
５
回
入
賞

山
口　
智
（
三
納
二
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
ス
キ
ー
競
技　

11
回
出
場

朝
倉　
徹
（
押
野
三
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技　
17
回
出
場

中
村　
友
洋
（
金
沢
市
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
剣
道
競
技

11
回
出
場

川
合　
尭
士
（
本
町
五
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
柔
道
競
技

12
回
出
場

中
平　
太
郎
（
新
庄
五
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技　
10
回
出
場

加
藤　
吉
貴
（
押
野
五
丁
目
）

平
成
25
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技　
10
ｍ
エ

ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

団
体
の
部　
大
会
新
記
録
樹
立

平
山　
美
和
子
（
住
吉
町
）

第
31
回
全
日
本
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
フ
リ
ー
の
部　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝

江
村　
真
梨
子
（
横
宮
町
）

第
30
回
全
日
本
武
術

太
極
拳
選
手
権
大
会

24
式
太
極
拳
Ｃ 　

女
子　
第
３
位

橋
高　
朱
里
（
扇
が
丘
）

第
35
回
全
国
高
等
学

校
柔
道
選
手
権
大
会

女
子
個
人
70
㎏
級　

優
勝

米
田　
愛
理
子
（
本
町
三
丁
目
）

平
成
25
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
大
会　

第
62
回
全
国
高
等
学

校
柔
道
大
会
女
子
個

人
52
㎏
級　
第
３
位

森
下　
洋
平
（
新
庄
三
丁
目
）

第
91
回
全
国
高
等
学

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会　
第
３
位

11
月
３
日
㈰
、
文
化
の
日
に
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
表
彰
は
17
人
２
団
体
、
市
教
育
委

員
会
表
彰
は
20
人
１
団
体
、
市
文
化
協
会
表
彰
は
８
人
、
市
体
育
協
会
表
彰
は
33
人
７
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

功
労 

功
績
を
た
た
え
て

平
成
25
年
度
　
野
々
市
市
表
彰
、教
育
委
員
会
表
彰
、文
化
協
会
表
彰
、体
育
協
会
表
彰
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松
村　
幸
哉
（
本
町
一
丁
目
）

北
國
新
聞
社
杯
第
19
回
石
川
県
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
水
泳
競
技
大
会　
男
子
共
通

２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　
大
会
新

記
録
樹
立

長
島　
汐
里
（
稲
荷
三
丁
目
）

北
國
新
聞
社
杯
第
19
回
石
川
県
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
水
泳
競
技
大
会　
女
子
低
学

年　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　
大
会
新
記
録

樹
立

小
田
原　
誠
（
加
賀
市
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
と
し
て
、
第
34
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
お
よ
び
第
43
回
全
国
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
に
導

く
。

山
科　
友
紀
（
金
沢
市
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
と
し
て
、
第
34
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
お
よ
び
第
43
回
全
国
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
に
導

く
。

森
田　
智
大
（
押
野
三
丁
目
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
と
し
て
、
第
34
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
お
よ
び
第
43
回
全
国
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
に
導

く
。

馬
地　
孝
祐
（
住
吉
町
）

第
22
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

出
場

加
藤　
大
揮
（
下
林
四
丁
目
）

第
22
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

出
場

川
村　
祥
太
（
本
町
二
丁
目
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

出
場

奥
村　
彩
加
（
横
宮
町
）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
弓
道
競
技　
出
場   

林　
未
来
（
粟
田
一
丁
目
）

第
10
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会　
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大

会　
出
場

中
田　
玲
美
（
位
川
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３　
出
場

福
光　
ひ
な
た
（
稲
荷
一
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３　
出
場

中
川　
海
斗
（
柳
町
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３　
出
場

下
濱　
永
遠
（
本
町
五
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
３　
出
場

文
化
振
興
賞

高
木　
直
喜
（
本
町
1
丁
目
）

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
の
理
事

を
務
め
、
後
継
者
育
成
と
し
て
じ
ょ
ん

か
ら
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
指
導
に
尽
力
さ
れ

た
。
多
年
に
わ
た
り
会
の
運
営
と
会
員

の
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
。

瀬
戸　
幸
代
（
上
林
４
丁
目
）

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
の
理

事
、
文
化
協
会
の
理
事
と
し
て
務
め
、

お
国
自
慢
の
伝
統
芸
能
野
々
市
じ
ょ
ん

か
ら
節
踊
り
の
知
名
度
を
一
段
と
高

め
、
会
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

文
化
奨
励
表
彰

坂
本　
範
光
（
稲
荷
２
丁
目
）

美
術
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
発
足
直

後
か
ら
温
厚
な
人
柄
で
会
員
の
和
を
は

か
り
、
会
の
発
展
お
よ
び
運
営
に
尽
力

さ
れ
た
。

北
西　
隆
弘
（
金
沢
市
米
泉
５
丁
目
）

民
謡
協
会
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

会
員
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
。

乾
野　
冨
美
子
（
本
町
４
丁
目
）

民
謡
協
会
役
員
と
し
て
、
理
事
を
務
め

ら
れ
、
ま
じ
め
に
取
り
組
む
姿
勢
お
よ

び
人
間
性
は
会
員
の
模
範
的
存
在
で

あ
っ
た
。

三
富　
真
知
（
粟
田
二
丁
目
）

皇
后
盃　
第
31
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会　
出
場

山
下　
裕
子
（
住
吉
町
）

第
43
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会　
出
場

坂
口　
大
雅
（
本
町
三
丁
目
）

adidas 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
３　
第
28
回

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
Ｕ
─
15
）
大
会　
出
場

中　
将
伍
（
菅
原
町
）

adidas 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

2
０
１
３　
第
28
回

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
Ｕ
─
15
）
大
会　
出
場

川
岸　
蓮
（
菅
原
町
）

adidas 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
３　
第
28
回

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
Ｕ
─
15
）
大
会　
出
場

小
山　
翔
（
高
橋
町
）

adidas 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
３　

第
28
回

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
Ｕ
─
15
）
大
会　
出
場

青
山　
悟
士
（
御
経
塚
三
丁
目
）

adidas 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
１
３　
第
28
回

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（
Ｕ
─
15
）
大
会　
出
場

古
田　
哲
也
（
本
町
四
丁
目
）

第
48
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　
出
場

木
村　
彰
吾
（
柳
町
）

第
95
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
大
会　
出
場

石
過　
祐
樹
（
鹿
島
郡
中
能
登
町
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
コ
ー
チ
と
し
て
、
第
34
回
北
信
越
中

学
校
総
合
競
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
優
勝
お
よ
び
第
43
回
全
国
中
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
に
導

く
。

文
化
協
会
表
彰

文
化
功
労
賞

村
井　
良
樹
（
粟
田
3
丁
目
）

美
術
文
化
協
会
に
お
い
て
理
事
、
副
会

長
、
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。
美
術
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
市
内
の

小
学
校
を
対
象
と
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
美
術
工

芸
の
普
及
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

西
永　
正
雄
（
粟
田
1
丁
目
）

囲
碁
協
会
の
理
事
、
副
会
長
、
会
長
、

文
化
協
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
本

市
で
囲
碁
実
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
ま
た
主
将
と
し
て
、
後
進

の
指
導
に
も
尽
力
さ
れ
、
文
化
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
。

飴
谷　
久
太
郎
（
押
野
５
丁
目
）

将
棋
協
会
の
会
長
、
文
化
協
会
の
副
会

長
、
参
与
を
務
め
ら
れ
、
将
棋
協
会
の

発
展
と
会
員
の
拡
大
、
後
進
の
育
成
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
将
棋
の
普
及
に

努
め
ら
れ
た
。

藤
波　
諒
太
郎
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
レ
ス
リ
ン
グ
競
技　
学
校
対
抗

戦　
個
人
対
抗
戦　
50
㎏
級　
出
場

第
29
回
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　

50
㎏
級　
出
場　

藤
田　
真
人
（
田
尻
町
）

第
35
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会　

出
場

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
テ
ニ
ス
競
技　
出
場

安
藤　
佑
樹
（
上
林
二
丁
目
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
出
場

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
出
場

東　
佳
希
（
本
町
一
丁
目
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
出
場

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
出
場

橋
本　
航
介
（
本
町
一
丁
目
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
出
場

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
出
場

兒
玉　
初
音
（
押
越
二
丁
目
）

第
16
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選

抜
大
会　
出
場

福
田　
真
己
（
二
日
市
）

２
０
１
３
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会 in 

O
saka, Japan　

出
場

体
育
協
会
表
彰

特
別
功
労
賞

山
口　
直
（
三
納
二
丁
目
）

26
年
に
わ
た
り
、
市
体
育
協
会
の
副
会

長
・
会
長
と
し
て
加
盟
団
体
の
育
成
並

び
に
協
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

上
田　
彰
江
（
上
林
四
丁
目
）

第
31
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会　
出
場

早
川　
文
代
（
位
川
）

第
31
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会　
出
場

長
島　
知
里
（
稲
荷
３
丁
目
）

第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技　

50
ｍ
自
由
形
、

１
０
０
ｍ
自
由
形
、
２
０
０
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
出
場

山
本　
恵
（
本
町
六
丁
目
）

第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
水
泳
競
技　
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

出
場

清
水　
優
磨
（
粟
田
一
丁
目
）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　
サ
ッ
カ
ー
競
技　
出
場

岡
本　
正
樹
（
徳
用
町
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
39
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
出
場

山
本　
光
次
（
金
沢
市
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
39
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
出
場

野
々
市
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会　
女
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
競
技　
一
般
の

部　
優
勝

野
々
市
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
男
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
一
般
の
部

壮
年
の
部　
優
勝

野
々
市
市
サ
ッ
カ
ー
協
会　
男
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
サ
ッ
カ
ー
競
技　
一
般
の
部　
優

勝
野
々
市
市
山
岳
協
会　
女
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
山
岳
競
技　
一
般
の
部　
壮
年
の

部　
優
勝

野
々
市
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会　
男
女

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技　
壮
年
の
部　

男
子　
壮
年
の
部　
女
子　
優
勝

野
々
市
市
ゴ
ル
フ
協
会　
男
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
ゴ
ル
フ
競
技　
壮
年
の
部　
優
勝

野
々
市
市
武
術
太
極
拳
協
会　
女
子

第
65
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
武
術
太
極
拳
競
技　
一
般
の
部　

優
勝
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10
月
16
日
か
ら
11
月
15
日

◇
10
月

21
日　

 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会　
産
業
建

設
常
任
委
員
会

22
～
24
日

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

25
日　
白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会
定
例
会

28
日　

 

総
務
常
任
委
員
会　
議
会
運
営
委

員
会　
議
員
総
会　
教
育
文
化
常

任
委
員
会

29
日　

 

北
信
越
市
議
会
議
長
会
総
会
に
代

わ
る
評
議
員
会　
白
山
野
々
市
広

域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

30
日
～
11
月
１
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

◇
11
月

５
日　

 

千
葉
県
印
西
市
議
会
総
務
企
画
常

任
委
員
会
視
察
来
庁

６
日　

 

熊
本
県
宇
土
市
議
会
総
務
市
民
常

任
委
員
会
視
察
来
庁

12
日　

 

千
葉
県
四
街
道
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

議
会
活
動

　
　
　
1
０
０
０
万
円
以
上(

税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分
入
札

■
粟
田
住
宅　
解
体
工
事

予
定
価
格　
2
７
７
２
万
円

落
札
価
格　
２
６
８
８
万
円

落
札
者　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　
本
町

北
公
園
外
施
設
設
置
工
事

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
福
祉
基
金

▽
市
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会　
様
か
ら

 

４
万
９
８
６
６
円

ご 

寄 

附

表 

彰 

状

予
定
価
格　
1
７
３
２
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
６
８
0
万
円

落
札
者　
㈱
野
々
市
工
建

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　
堀
の

内
公
園
外
施
設
設
置
工
事

予
定
価
格　
１
２
５
４
万
７
千
５
百
円

落
札
価
格　
１
１
８
９
万
６
千
５
百
円

落
札
者　
㈲
コ
ウ
セ
イ

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　
野
々

市
中
央
公
園
外
施
設
設
置
工
事

予
定
価
格　
１
１
７
６
万
円

落
札
価
格　
１
１
２
８
万
７
千
５
百
円

落
札
者　
㈱
河
合
組

■�

（
街
路
）
扇
が
丘
中
央
線
整
備
事
業　

街
路
築
造
工
事

予
定
価
格　
２
９
４
０
万
円

落
札
価
格　
２
７
９
３
万
円

落
札
者　
㈱
北
野
組

■�

野
々
市
市
郷
公
民
館
屋
上
防
水
及
び
外

壁
等
改
修
工
事

予
定
価
格　
２
０
３
７
万
円

落
札
価
格　
１
８
６
９
万
円

落
札
者　
宮
向
建
築
㈱

■�

野
々
市
市
武
道
館
剣
道
場
床
等
改
修
工

事
予
定
価
格　
１
２
３
９
万
円

落
札
価
格　
１
２
１
８
万
円

落
札
者　
㈱
清
水
建
築

■�

野
々
市
市
郷
公
民
館
空
調
設
備
等
改
修

工
事

予
定
価
格　
２
０
２
６
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
９
１
１
万
円

落
札
者　
み
な
み
設
備
工
業
㈱

宝 く じ 普 及 広 報 事 業
㈶自治総合センターの補助金により、備品が整備されました。

　市消防団は、消火活動の際
に消防団員の安全確保のため
に難燃性防火衣、防火衣用ベ
ルトを購入しました。購入し
た装備品を使い、地域住民が
安全で安心して暮らせるまち
づくりを目指していきます。

　つばき保育園の
幼年消防クラブ用
の鼓笛隊セットを
購入しました。各
種イベントで演奏

することにより、幼児期から火災に対する意識
の啓発を図るとともに、保護者などに大人に対
して防火意識の普及と啓発を図ります。

　 ㈶ 自 治 総 合 セ ン
ターの補助金により、
花の木台自警団（新
庄４丁目）は、小型
消防ポンプなどの消防用機材購入しました。
　自警団は購入した資機材で日夜訓練に励み、
火災などの災害発生に備えています。

難燃性防火衣、防火衣用ベル
トを購入

幼年消防クラブ用の
鼓笛隊セットの購入

小型消防ポンプ
などの消防用機
材購入

■
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
多
年
に
わ
た
り
、
自
動
車
整
備
事
業
の

振
興
に
努
め
、
斯
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

る
。■

法
務
大
臣
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
罪
を
犯
し

た
人
々
の
改
善
更
生
と
犯
罪
予
防
に
尽
力
さ
れ

る
。

　
関
西
野
々
市
会
の
総
会
お
よ
び
懇

親
会
が
10
月
26
日
㈯
、
大
阪
市
淀
川

区
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
ら

８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、「
北
国
街
道
野
々
市

の
市
」
で
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
の
踊

り
流
し
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
が
粟
市

長
か
ら
報
告
さ
れ
、「
本
町
通
り
を
ぜ

ひ
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
に
、こ
れ
か
ら
も
野
々

市
市
が
発
展
す
る
よ
う
、
応
援
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
毎
年
総
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
報
や
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
通
じ

て
本
市
の
今
を
知
り
、
本
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

年

会

費　
３
千
円

問
い
合
わ
せ　
総
務
課

☎
２
２
７・６
０
２
６

叙
勲
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

公
共
に
対
す
る
功
労
、
社
会
の
各

分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
を
表
彰

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
３

日
に
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
著
し
く
危
険

性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
方
を
対

象
と
し
て
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
同
日
付
け
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
3
人
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

清水　隆德　氏（押野 1）
旧野々市町消防団長を務め、地域防災に
尽力される。

常田　辰男　氏（押野 5）
陸上自衛官として、国の平和と独立を守
ることに尽力される。

甲斐　和弘　氏（扇が丘）
石川県警察警部などを歴任し、県内の治
安維持に貢献される。

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

関西野々市会
市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
で

つ
く
る
東
京
野
々
市
会
・
関
西
野
々

市
会
の
会
員
募
集

井後　葉子 氏
（本町 5）

武部　　保 氏
（二日市 1）

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
匿
名
の
方 

10
万
円
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愛と和でふれあう
ののいちマナビィフェスタ 2013

　10 月 26 日㈯～ 11 月 10 日㈰にかけて、文化会館フォルテ、中
央公民館、情報交流館カメリア、郷土資料館を会場に学習と文化の
祭典「マナビィフェスタ 2013」が開催されました。
期間中は、子どもフェスティバルや各種催し、精魂込めた作品の展
示が行われました。

学習と文化の祭典

菊花展成績（敬称略）
「市長賞」・・・「七本立の部」優等　中川　修　氏
「市議会議長賞」・・・「三本立の部」優等　中川　修　氏
「市商工会会長賞」・・・「ダルマの部」優等　中川　修　氏
「市文化協会会長賞」・・・「ドームの部」優等　山原　伸子　氏
「北國新聞社長賞」・・・「バラエティーの部」優等　中村　昭一　氏

第 29回　子ども壁新聞コンクール展
【市長賞】下林、末松
【議長賞】上林、二日市
【教育長賞】位川、新庄 3 丁目
【中央公民館長賞】太平寺 2 丁目、新庄 5、6 丁目
【ロータリークラブ会長賞】矢作、粟田 6 丁目
【北國新聞社長賞】野代、住吉町
【市子連会長賞】藤平田、本町 3 丁目

手作り体験

音楽祭

囲碁・将棋対局コーナー 出張行政相談会

劇団 nono

生活学校模擬店 フレッシュじょんから市

下林子ども会 末松子ども会

ヨーガ（野々市押野）

美術文化協会展

民話の語り

草木染販売

盆栽展

手話サークル

芸能民謡祭 お茶席 練功太極拳

子どもフェスティバル
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市の財政事情
一般会計歳出決算額  154億158万8千円 一般会計歳入決算額  157億4495万3千円

特別会計
会計名 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 45億  487万6千円 44億3940万 　円

後期高齢者医療 3億7807万2千円 3億7695万3千円

介 護 保 険 21億9640万9千円 21億9423万7千円

下 水 道 事 業 18億6746万6千円 18億5794万4千円

企業会計
水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 入 7億4279万9千円

収 益 的 支 出 7億　 92万2千円

資 本 的 収 入 2億2714万     円

資 本 的 支 出 6億2185万  　円
（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額3億9471万円は、過年度
分損益勘定留保資金2億5600万8千円、当年度分損益勘定留保資金1億2022万
3千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額1847万9千円で補塡

※決算額には、前年度からの繰越額6億1363万4千円を含む
※�決算額の構成比は、各区分で四捨五入しているため合計と一致しない場合
あり

市税 70 億 8321万　   円（45.0％）

国庫支出金 23 億 7313万 7千円（15.1％）

地方交付税 18 億   547 万 5千円（11.5％）

市債 16 億 7632万 3千円（10.6％）

県支出金 10 億 2775万 5千円（6.5％）

地方消費税交付金   5 億   490 万 5千円（3.2％）

分担金及び負担金   4 億 9553 万　   円（3.1％）

諸収入   2 億 5654万 6千円（1.6％）

その他   5 億 2207万 2千円（3.4％）

民生費 62 億 2630万 3千円（40.4％）

教育費 21 億 5892万 7千円（14.0％）

公債費 17 億 5562万 3千円（11.4％）

土木費 16 億 5713万 4千円（10.8％）

総務費 13 億 6353万 7千円（8.8％）

衛生費 12 億 3303万 1千円（8.0％）

消防費   5 億 6554万　   円（3.7％）

その他   4 億 4149万 3千円（2.9％）

◆その他の内訳◆
議会費� � 1億6579万7千円
商工費� � 1億3733万8千円
農林水産業費� � 7233万3千円
労働費� � 6602万5千円

◆その他の内訳◆
繰越金� � 1億8283万6千円
地方譲与税� � 1億4376万　��円
使用料及び手数料� � 7485万3千円
自動車取得税交付金� � 4333万2千円
利子割等交付金� � 3954万　��円
財産収入� � 2183万2千円
交通安全対策特別交付金� � 1129万4千円
寄附金� � 　431万　��円
繰入金� � 　31万5千円

平成24年度 決算
問い合わせ
財政課　☎227－6031

ラスパイレス指数
平成19年度 平成24年度 平成24年度※参考値

野々市市 93.8� 104.4 96.4
全国市平均 97.9� 106.9 98.8
類似団体 94.9� 104.7 96.8
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数

※類似団体とは、人口および産業構造が似通った他の
市町村

※「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与
改定特例法による措置が無いとした場合の値

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成25年4月1日現在）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39.8歳 30万8400円 37万500円
技能労務職 41.6歳 22万8800円 23万6700円

職員給与費（平成24年度普通会計決算）
職員数（Ａ） 274人
給与費（Ｂ） 14億9345万6千円

給料 9億8786万3千円
職員手当 1億5463万9千円

期末・勤勉手当 3億5095万4千円
一人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 545万　��円

期末・勤勉手当（平成24年度）
■平均支給額125万8千円

支給割合
期末手当 2.60月分(1.45月分)
勤勉手当 1.35月分(0.65月分)

※（　）内は、再任用職員にかかる支給割合
※支給割合は、国と同じ

退職手当の支給割合（平成25年4月1日現在）
年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.03月分 28.7875月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分

※支給割合は、国と同じ

特殊勤務手当（平成24年度）
支給実績 12.5万円

支給職員一人当たり平均支給年額 2670円
職員全体に占める手当支給職員の割合 16.0%

手当の種類（手当数） 9種類

問い合わせ　秘書課（☎227－6022）

平成24年度 決算＆25年度 上半期予算執行状況

一般会計支出済額合計  61億3022万1千円 一般会計収入済額合計  72億3810万3千円

特別会計
会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 44億2600万    円 18億6137万5千円 19億4814万4千円

後期高齢者医療 3億7500万    円 1億5842万6千円 1億4291万5千円

介 護 保 険 23億5968万9千円 9億2694万1千円 9億1644万8千円

下水道事業 19億7865万4千円 3億2593万5千円 8億6248万3千円

企業会計
水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億3400万　　円 3億8747万8千円

収益的支出 7億3400万　　円 1億4813万6千円

資本的収入 2億5700万　　円 31万７千円

資本的支出 5億7800万　　円 8659万7千円

173億6555万　　円
目的別区分 現　在　高

総 務 債 87億��588万8千円

土 木 債 33億2547万7千円

教 育 債 32億2532万6千円

民 生 債 7億5727万　��円

消 防 債 6億6685万2千円

公営住宅債 4億6651万7千円

農林水産業債 1億9937万1千円

衛 生 債 1884万9千円

※現計予算額には、前年度からの繰越額10億2557万6千円を含む
※予算額の構成比は、各区分で四捨五入しているため合計と一致しない場合あり

現計予算額 ％は予算額の構成比

市　　　税 68億    101万 3千円
41億  6099万 5千円

国庫支出金 25億  7001万 7千円
9億  3819万 8千円

市　　　債 25億  5511万 9千円
0千円

地方交付税 17億  5937万 3千円
11億  8669万 6千円

県 支 出 金 14億  5156万　  　円
2億  5373万 6千円

繰　入　金 7億  3620万 4千円
0千円

分担金及び負担金 5億    843万　  　円
2億  3969万 3千円

そ　の　他 10億  5298万 6千円
4億  5878万 5千円

収 入済額

39.0%

14.7%

14.7%

10.1%

8.3%

4.2%

2.9%

6.0%

現計予算額％は予算額の構成比

41.9% 民　生　費73億    792万 2千円
23億  8371万 1千円

12.7% 教　育　費22億  1802万 1千円
7億  5662万 7千円

11.7% 土　木　費20億  3918万　  　円
3億    215万 2千円

10.0% 公　債　費17億  4339万 1千円
8億  4145万 4千円

8.0% 総　務　費14億    196万 7千円
5億  5595万 2千円

6.5% 消　防　費11億  3488万 2千円
5億  3101万 6千円

6.2% 衛　生　費10億  7264万 3千円
5億　　　69万　  　円

3.0% そ　の　他5億  1669万 6千円
2億  5861万 9千円

支 出済額

軽自動車税
1661円
（1671円）

都市計画税
6298円
（6536円）

市たばこ税
1万113円
（9821円）

市民税
5万7440円
（6万2422円）

固定資産税
5万9799円

（6万2040円）

市税現計予算額68億101万3千円（70億8321万円）
市民一人当たり� 13万5311円�（14万2491円）
　※（　　）内は平成24年度決算額
　※市民一人当たりの額は、各税目で四捨五入して
いるため、合計額と一致しない場合あり

平成25年9月末人口　5万��262人
平成25年3月末人口　4万9710人

◆その他の内訳◆� 現計予算額� 支出済額
商工費� 1億7978万6千円� 1億��802万2千円
議会費� 1億6929万5千円� 9102万�����円
農林水産業費� 1億2949万�����円� 4251万1千円
労働費� 2812万2千円� 1706万6千円
予備費� 1000万 　円� 0円
災害復旧費� 2千円� 0円
諸支出金� 1千円� 0円

◆その他の内訳◆� 現計予算額� 収入済額
地方消費税交付金� 4億4500万 　円� 2億9033万 　円
諸収入� 1億8767万 　円� 4080万6千円
繰越金� 1億3958万6千円� 0円
地方譲与税� 1億2600万 　円� 3942万9千円
使用料及び手数料� 7335万6千円� 4877万6千円
自動車取得税交付金� 3400万 　円� 1631万8千円
利子割等交付金� 2900万 　円� 1052万5千円
交通安全対策特別交付金� 1100万 　円� 560万9千円
財産収入� 737万2千円� 525万 　円
寄附金� 2千円� 174万2千円

平成25年度 上半期予算執行状況（9月末現在）

市債現在高（平成25年9月末現在） 市民一人当たりの市税負担

一般会計現計予算　174億3470万2千円

職員給与などの状況

人件費（平成24年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（平成25年3月末現在） 4万9710人

歳出額（A） 153億7904万3千円
人件費（B） 21億8441万7千円

人件費割合（B/A） 14.2%
※人件費には、特別職の給与・報酬を含む
※決算統計の数値のため、市決算額とは異なる場合あり

部門別職員数（各年4月1日現在）
平成24年度 平成25年度

一般行政部門 233人 238人
特別行政部門（教育委員会） 45人 47人
公営企業等特別会計部門 36人 35人

合計 314人 320人
※職員数は、一般職に属する正規職員の数であ
り、休職者および派遣職員（定数外）を含む
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⑦

〈問い合わせ〉
地域包括支援センター（市役所１階）

☎227−6067
社会福祉協議会　　　☎246−0112

介
護予防シリーズ

① どこに支援が必要な人が住んでいるの
か？

② その人が、「安全かつ心豊かに」生きて
いるか？

③ その人に誰がどのように関わっている
か？

④ 支援が必要な人のどんな問題がまだ解
決されていないか？

⑤ その問題にどのように取り組んだらい
いのか？ヒントを探す

① 地域を漫然と眺めても、人と人の関わ
り合いは見えない

② 住宅地図で人名と位置を見ていくと、
「関わり合い」が見えてくる

③ 何人かの情報を合わせると、関係の線
が引ける

④ 関係の線が引けない人が、「気になる人」
として浮かび上がってくる

（参考）
「支え合いマップ入門」住民流福祉総合研究所

具体的な取組み内容は？

地域支え合いマップとは？

野々市市　農業委員会だより
問い合わせ　市農業委員会事務局（産業振興課）☎２２７−６０８１、ＦＡＸ２２７−６２５３

　
地
域
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
、

普
段
か
ら
気
軽
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
災
害
に
強
い
地
域
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

を
見
直
し
、
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
地
域
支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
町
内
会
、
地
域
で
も
地
域
支
え

合
い
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

関
心
の
あ
る
町
内
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

一人暮らしの高齢者や福祉施設等を地図に記す福祉マップと
は異なります。地域住民同士のつながりや日ごろの支え合い
の関係を丁寧に聴き取り、地図に記入します。その結果から、
地域の取組課題を探し出し、解決策を検討していきます。

支え合いの実態を調べるのに
なぜマップづくりが必要なの？

　

私
た
ち
は
、「
地
域
の
世
話
役
」、

「
相
談
役
」、「
農
家
と
行
政
の
か
け

橋
」
を
役
割
と
認
識
し
、
違
反
転
用

の
防
止
や
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効

利
用
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
農
業
を
担

う
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
、

ま
た
優
良
農
地
を
守
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
、
研
修
会
ま
た
他
市
町
と

の
会
議
や
視
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

知
識
を
活
か
し
て
、
農
地
の
有
効
利

用
や
農
業
の
担
い
手
育
成
な
ど
の
地

域
の
農
業
振
興
を
推
進
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
大
型
の
商
業
施
設
や
住

宅
な
ど
が
増
え
、
都
市
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の

農
地
は
も
ち
ろ
ん
、
市
街
化
区
域
内

の
農
地
で
も
、
認
定
農
業
者
の
方
々

を
中
心
に
水
稲
や
露
地
野
菜
の
栽
培

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
市
民
へ
農
業
体
験
の
機
会
を
提
供

し
た
り
、
直
売
所
を
開
催
し
た
り
、

小
学
校
な
ど
へ
の
給
食
の
材
料
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
農
業
を
身

近
な
も
の
と
す
る
活
動
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
市

農
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
よ

い
機
会
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
農
地
が
治
水
能
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
や
二
次
的
な
自
然
環
境
の
保

全
な
ど
、
地
域
の
生
活
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
安
全
で
安
心
な
食
料
を
供
給
す
る

た
め
に
ご
努
力
さ
れ
て
い
る
農
家
の

皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
さ
ら

に
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ

り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

農業委員会会長
中村　三朗

農
業
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

届
出
受
付　
随
時

可
申
請
締
切　
毎
月
10
日
ま
で

定
例
総
会　
毎
月
25
日
ご
ろ

※ 

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
で
あ
る
場
合
は
翌
開
庁
日

に
開
催
。
ま
た
、
12
月
は
15

日
前
後
に
開
催

■ 農地を売買したり貸し借り…農地法第３条の許
可申請、利用権設定

■ 所有している農地を自分で使うために転用…農
地法第４条許可申請、届出

■ 他の人が所有している農地を、買ったり借りた
りして転用…農地法第５条許可申請、届出

※ 市街化調整区域内での転用は、農業委員会を経
て県知事の許可が必要です

※ 市街化区域内や土地区画整理事業施行地区内で
の農地の転用は、市農業委員会への届出が必要
です。

　農業委員会は、農地の公的管理主体として、農
地の荒廃・乱開発を防ぎ、優良農地を確保する役
割を担っています。このため、毎月、農地パトロー
ルを実施し、農地の活性化・有効利用を図るため
の遊休農地等の確認や調査を実施しています。
　また、農地等の汚染につながる産業廃棄物の不
法投棄や農地の無断転用の発見・防止、転用許可
後の使用状況調査など農地法の励行に努めていま
す。
　現地立ち入りにご理解いただきますようお願い
申し上げます。

　農業者の老後の生活の安定と、福祉の向上を
図るとともに、農業者の確保に資することを目
的とし、自ら積み立てた保険料とその運用実績
により将来受け取る年金額が決まる「積立方式
（確定拠出型）」を導入して制度の安定を図って
運営しています。
・加入は任意、脱退も自由
・加入期間にかかわらず将来年金として支給
・ 保険料額は、月々 20,000 円から 67,000 円まで、
千円単位で加入者が自由に決定（額は毎月変
更可能）

・ 受給する際には、農業者老齢年金として、支
払った保険料分とその運用益を基礎として、
65 歳から生涯受け取ることができます。

※ 仮に 80 歳前になくなった場合は、亡くなった
年齢や運用実績により支払った保険料を下回
ることがありますが、死亡した翌月から 80 歳
までに受け取れるはずであった農業者老齢年
金の現在価値に相当する金額を、死亡一時金
として遺族に支給することができます。

加入資格
① 20 歳以上 60 歳未満
②国民年金の第１号被保険者
③年間 60 日以上農業に従事する者
※ 農地を所有していない「配偶者」や「後継者」
も加入できます

農地の転用、売買、貸借などには
農業委員会での手続きが必要です。

農地パトロールの実施

農業者年金制度

13　広報野々市　2013．12月号
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消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

Topicsトピックス

広
告
欄

　１年を通じて、いろいろな野菜を子どもたちと
一緒に栽培しました。それらの野菜の生長を楽し
みに、たくさん出来た喜びを味わえるように、秋
まつりを行っています。
　その中で一番の楽しみは、石焼き芋です。大き
なドラム缶を二つに切った物に、石を敷き詰めた
所に焼く本格的な石焼き芋です。ゆっくりと焼き
上げるので甘さが増し、お店に売っている焼き芋
に負けないくらい、おいしく出来ました。子ども
たちも「おいしいね」「甘いお芋やね」と言って食
べ、お芋の香しいかおりが園全体に広がりました。

お腹も一杯になった後は、「わっしょい、わっしょ
い」のかけ声と共に、おみこしを引き、園庭や遊
戯室を練り歩き、年長児・年中児が和太鼓を打ち、
更にお祭りを盛り上げてくれました。
　引き続き、年長児が中心となってお店屋さんを
開き、「いらっしゃいませ」「くじ引き屋さんです
よ」「お面屋さんですよ」と小さいお友達にやさ
しく声をかけ、手際よくお店を切り盛りし、楽し
みました。２日目は、未就園児の親子を招き、よ
り一層おまつりは大盛況になり、未就園児の子ど
もたちも笑顔で過ごすことが出来ました。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
２
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
北陸朝日放送の「第 12 回ふるさとＣＭ大賞」で市のＣＭが放
送されたが、ＣＭの中で紹介されている場所はどこ？
A　喜多家住宅　　　B　水毛家住宅　　
C　末松廃寺跡　　　D　御経塚遺跡

今年の 11 月 11 日で野々市市は、誕生何周年を迎えたか。
A　1　　　B　2　　　C　3　　　D　4

野々市出身の人、または野々市にゆかりのある人で構成される
会の名称は、東京野々市会ともう一つは何野々市会？
A　大阪　　　B　名古屋　　　C　中部　　　D　関西

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
り
た
い

松
原 

純
也
く
ん   

富
陽
小
学
校
3
年
生

本
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

越
村
　
唄
さ
ん   

富
陽
小
学
校
3
年
生

「はくさん秋まつり」
は楽しいよ

はくさん保育園

33 18

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：野々市明倫高校生徒の手作り POP 展と「しかけ絵本の世界展」同時開催中！紙わざの世界をお楽しみください。（12/27 まで）

● 子ども向け ● 大人向け

クリスマスの夜に起こった不思議な
出来事を描いた、世界的な名作童話
が、絵本になった。読み聞かせるなら、
５歳ぐらいから。

くるみわり人形
E・T・A・ホフマン／原作
ブロンズ新社　

山形の老舗旅館の女将が見つけた、日
本ならではの心遣い、ぜひ取り入れた
い米国流のコミュニケーションを語る。
職場で、家庭で、地域で、明日からす
ぐに役立つヒントが満載。

アメリカ人女将が学んだ
日本のおもてなし心得帖
藤　ジニー／著　幻冬舎　

● 今月の展示図書
『温まる』をテーマに、図書や絵本を
集め、展示します。展示期間中は貸
出できませんので、予約をお願いし
ます。

● 今月のおはなし会
と　き：12 月 14 日㈯、21 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
  ☎ 248-8099
  開館時間　10： 00 〜 19： 00（土日は 17： 00 まで）
  休館日　毎週月・祝日

女子選手 2 人が原動力に！
館野学童野球クラブが第 35 回県選抜学童野球選手権記念大会で初優勝！！

　今年、館野学童野球クラブは女子児童 2 人が大
活躍！ 2 人とも兄や姉がこのクラブ出身というこ
とでその背中を見て、3 年前に揃って入部しまし
た。西村監督は「どちらもタフな子！男子顔負け
に打つし守れる子たちです」と 2 人の活躍を讃え
ていました。

ヒットを打った時に、周
りの人に「やったね！」
と声をかけられたのが、
すごく嬉しかったです。
将来はスポーツの楽しさ
をみんなに伝えられるよ
うな仕事をしたいです。

優勝した瞬間、みんなと
ハイタッチして喜びを分
かち合えたのがいい思い
出になりました。5 年生
はわたし 1 人なので、来
年はチームの柱として頑
張っていきたいです。

かがやく瞳

　

11
月
10
日
㈰
、
火
災
予
防
週
間
に
合
わ

せ
市
消
防
団
と
野
々
市
消
防
署
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
消
防
車
両
が

市
内
を
巡
回
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
消
防
第
1
分
団
～
第
4
分

団
は
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
消
防
水
利

点
検
を
実
施
し
、
第
5
分
団
は
市
内
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て

火
の
元
や
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
注

意
を
促
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
消
防
署
で
は
各
家
庭
を
訪

問
し
、
家
庭
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
は

じ
め
と
し
て
火
災
へ
の
備
え
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

秋
季
火
災
予
防
週
間

近藤　みうさん（6 年生）
右投げ右打ち　外野手

砂走　かえでさん（5 年生）
右投げ右打ち　外野手

市役所にて優勝報告
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自分も相手も大切にできる関係に
パープルリボンキャンペーン 2013
　“配偶者などからの暴力を許さない！”という意識
を社会全体に広めるために11月を啓発期間として、
県内でキャンペーンが行われました。
　市では市役所と中央公民館の 2 カ所にパープルリボ
ンツリーを設置し、来場者にはＤＶのない社会を目指
し、ＤＶ被害者がひとりではないと勇気づけられるよ
うにメッセージを書いてもらいました。「地域の力で
ＤＶ根絶を！」「我慢しないで助けを求めて！」など
のメッセージが寄せられました。

ツバキの奥深い知識を学ぶ
コミュニティ・カレッジ「ツバキを楽しむ」
　日本ツバキ協会金沢支部長の松井清造氏を講師に
11 月 12 日㈫、中央公民館で市花木「ツバキ」を楽
しむ！をテーマとした講座が行われ、市民 21 人が参
加しました。
　講座では、ツバキの染色体やＤＮＡ、西王母の遺伝
子について話がありました。また、「もし、品種改良
で新しいものが出来たとき、ツバキの種類はたくさん
あるので、名前をつける時はよく調べた方がいいです
よ」とアドバイスがありました。

市誕生 2 周年おめでとう
放課後子ども教室　凧づくり
　11 月 11 日㈪、野々市子ども
センター放課後子ども教室の活動
の一環で、市内の小学生 14 人が
凧を作成しました。凧には、「こ
んなまちになったらいいな」「こ
んなものがあったらいいな」と
野々市への夢をつづり、市誕生 2
周年をお祝いしました。
　児童は、ナイロン製の土台に

「野々市にオリンピックが来て欲
しい」「天文台があったらいい」

「のっティが全国に伝わって有名
になりますように」などそれぞれ
の思いをつづっていました。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

11月中旬、市役所には約30のメッセージが寄せられました。

数点の写真を使って、市民の皆さんに分かりやすく解説

児童は、寒さをもろともせず全力で駆け回り、凧あげを楽しんでいました。

心と身体の健康づくり
わくわくうんどう教室
　児童の体力アップ、運動能力やコミュニケーション
能力の向上を目的とした運動教室が 11 月 6 日㈬、市
民体育館で始まり、小学 1 〜 3 年生 23 人が参加しま
した。
　 初回はかけっことボール遊びを行いました。元気
いっぱい走って、ボールを投げる児童もいれば、一つ
一つ丁寧確実に運動する児童の姿も見られました。
　教室は12月までに全6回行われ、なわとびやマット、
鉄棒、跳び箱など徐々にレベルアップして取り組んで
いく予定です。

個性豊かな怪獣が勢ぞろい
第３回ののいちアートワークショップ「怪獣をつくろう！」
　11 月４日㈪、美術を身近に感じ、豊かな感性を養
うことを目的として市美術文化協会と情報文化振興財
団が情報交流館カメリアでアートワークショップを行
い、市内小学生 15 人が参加しました。
　「自由な感覚で、好きなカタチに切り出して、色塗
りしよう」と指導するのは、市美術文化協会の彫刻家、
村井良樹さん。１枚の発泡スチロール板から、カラフ
ルな怪獣が生み出されました。作品は美術文化協会展
で展示され、来場者の目を楽しませていました。

一編み一編み思いを込めて
水引細工体験教室
　女性センターで 10 月 29 日㈫、水引細工体験教室
が行われ、30 人の市民が参加しました。
　最初に結び方の基本「淡路結び」を教わり、カラフ
ルな籠作りに挑戦しました。参加者は講師 2 人のアド
バイスに耳を傾けながら、慎重に指先を動かし、長さ
10 センチほどの籠を完成させていました。出来上がっ
た籠はそれぞれ自宅に持ち帰るといい「いいお香入れ
になりそう」と満足そうに笑顔で話していました。

自ら学ぶ習慣を身につける
第 1 回市図書館を使った調べ学習コンクール表彰式
　11 月 9 日㈯、文化会館フォルテで図書館を使った
調べ学習コンクールの表彰式が行われました。これは、
市在住の小中高校生が疑問や不思議に思ったことを図
書館資料をはじめ、インタビューや実験・観察を通し
て調べまとめた作品を募集したものです。
　受賞した児童生徒からは「頑張って良かったと思う」

「自分の作品が選ばれるとは思わなくてびっくりした」
といった声が聞かれました。今後、上位作品は全国コ
ンクールの三次審査に推薦されます。

ホール隅っこでは未就園児も楽しそうにはしゃいでいました。

作品づくりに没頭する小さなアーティストたち

あちらこちらで先生（右）のアドバイスを求める声がありました。

応募総数171点中、最優秀賞2点、優秀賞4点、優良賞7点でした。
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いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　

昆
布
大
使
…
皆
さ
ん
知
っ

て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
昆

布
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
の

作
成
や
料
理
教
室
、
講
座
な

ど
を
通
し
て
昆
布
に
対
す
る

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
全
国
で
30

人
の
中
に
選
ば
れ
た
菊
池
さ

ん
は
、
10
月
か
ら
1
年
間
の

任
期
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昆
布
を
知
り
、
伝
え
る

　

昆
布
は
日
本
人
に
と
っ
て

身
近
な
食
べ
物
で
す
。
ま
た

と
て
も
健
康
に
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
は
普
段
、

菜
食
料
理
を
中
心
に
料
理
研

究
家
と
し
て
レ
シ
ピ
を
考
え

公
開
し
た
り
、
料
理
教
室
を

開
く
な
ど
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
大
使
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
で
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
昆
布
料
理
を
考
案
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

食
へ
の
興
味
を
も
つ

　

小
さ
い
こ
ろ
、
毎
日
母

が
手
間
を
か
け
て
食
事
を

作
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
と

て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
姿
を
見
て
き
て
、

ま
た
仕
事
で
も
食
べ
物
に

接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
食
に
対
す
る
知
識

を
次
第
に
深
め
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

食
育
と
健
康
を
意
識
し
て

　

食
の
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
保
育
園
な
ど
で
食
育
講

座
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
ま
た
、
高
齢
者
の
人
に

は
健
康
を
意
識
し
た
料
理
を

紹
介
し
て
い
く
な
ど
、
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
同
じ
よ
う
な
思
い
の

人
た
ち
と
協
力
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

プロフィール
名　前　きくち　よしえ
誕生日　7 月 5 日
出身地　金沢市
野々市に住んで約 25 年
趣 味　 映 画、 舞 台 鑑 賞、
旅行・美味しいもの巡り

菊地 代緒恵さん
（本町 6）

今月の
表紙

　市誕生 2 周年をお祝いして、児童が野々市への夢や思いを書いた凧を作成
しました。この企画は今年 4 月に計画され、これまで少しづつ準備が進めら
れてきました。当日はあいにくの小雨模様でしたが、児童は雨にも負けず大
空に凧を羽ばたかせていました。（関連ページは 16 ページ）
そういえば 2 年前の市制施行の日も雨でしたね…。　

●
第
1
回
市
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
を
取
材
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
作
品
は
ど
れ
も
時
間
と

手
間
を
か
け
作
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
。
中
に
は
、
本
だ
け
で

確
認
す
る
の
で
な
く
、
本
物
の
記
者
さ
な
が
ら
に
直
接
現
場

に
出
向
き
、
地
元
の
人
や
専
門
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

写
真
を
掲
載
し
て
い
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
取
材
の
原
点

「
自
分
の
足
で
稼
ぐ
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
瞬
間
で
し
た
。 

（
Ｈ
・
Ｎ
）

 

●
い
ろ
ん
な
人
に
「
Ｃ
Ｍ
大
賞
の
番
組
見
た
よ
～
」
と
声
を

か
け
ら
れ
た
１
カ
月
で
し
た
。
テ
レ
ビ
の
効
果
は
す
ご
い
。

北
陸
朝
日
放
送
が
主
催
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

の
話
で
、今
年
は
、３
人
の
少
年
が
御
経
塚
遺
跡
で
「
？
？
」

に
出
会
う
と
い
う
コ
ミ
カ
ル
な
Ｃ
Ｍ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
曲

は
市
出
身
の
作
曲
家
・
三
國
浩
平
さ
ん
。
11
月
か
ら
始
め
た

市
公
式Youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
野
々
市
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

で
、
Ｃ
Ｍ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
年
た
ち
の
演
技
が

光
る
作
品
で
す
！ 

（
Ｍ
・
Ｓ
）

（問題は 14 ページ）

【第 1 問】Ｄ　御経塚遺跡
第 12 回ふるさとＣＭ大賞のテーマは「観光」。3 千年の声に
ドキ土器！というタイトルで 15 秒のＣＭを作成しました。

【第 2 問】Ｂ　２
2011 年 11 月 11 日に町から市へ。野々市市が誕生

【第 3 問】Ｄ　関西
首都圏または関西圏在住で、野々市出身の人、野々市にゆか
りのある人なら誰でも入会でき、随時会員を募集しています。

（年会費 3,000 円）

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H25.10.16 〜 11.15 受付分

■ 10月末現在の人口（　）は前月比
人　口 50,408 人 （＋ 146）
　男 25,668 人 （＋ 58）
　女 24,740 人 （＋ 88）
世帯数 21,989 世帯 （＋ 69）

■ 10月中の人の動き
　転　入 317 人
　転　出 193 人
　出　生 51 人
　死　亡 29 人

小
谷　
　
将
し
ょ
う

賢
章 

美
穂
）
堀
内
５

南
野
萩し
ゅ
う
じ
ろ
う

士
朗

博
亮 

亜
紀
）
御
経
塚
３

長
谷
川
慶け
い
た多

武
志 

有
喜
乃
）
押
野
５

木
村　
勇ゆ
う
や哉

智
哉 

容
子
）
中
林
１

池
田　
茂し
げ
と斗

茂
広 

愛
子
）
新
庄
２

濵
田　
健け
ん
と翔

光
紀 

智
美
）
矢
作
２

中
村　
　
凛り
ん

祐
輝 

友
紀
）
若
松
町

松
井　
四よ
つ
ば葉

伸
公 

愛
子
）
郷　
町

石
田　
光み
つ
き希

真
之 都
）
太
平
寺
１

都
志　
天た
か
と斗

翔
太 

和
美
）
下
林
４

蔵
谷　
　
凛り
ん

創
太 涼
）
住
吉
町

山
岸　
　
凪な
ぎ

寿
子
）
粟
田
３

中
村
旺お
う
し
ろ
う

士
朗

風
太 

友
貴
）
上
林
４

浦　
　
橙と
う
こ子

勝
一 

麻
由
美
）
本
町
２

高
嶋　
海か
い
と翔

直
樹 

真
理
子
）
粟
田
２

岩
崎　
輝き
ら
ら美

大
輝 

優
美
）
野
代
３

郷
原　
里さ
と
み美

博
文 

夏
葉
）
御
経
塚
５

銅
子　
　
佑
た
す
く

靖
啓 

悠
子
）
太
平
寺
２

奥
野　
陽ひ

な菜

雄
介 

美
紀
）
菅
原
町

椋
木　
真し
ん
い
ち一

健
策 

久
美
恵
）
押
野
５

安
田　
一い
ち
か翔

匡
宏 

奈
緒
美
）
三
納
２

戸
水　
愛あ
い
り梨

和
樹 

沙
織
）
押
越
２

浅
井　
太た
い
ち一

良
憲 

依
里
子
）
御
経
塚
３

島
端　
　
歩
あ
ゆ
む

晃
一 

由
華
）
白
山
町

佐
藤
那な

な

み
奈
実

慎
哉 

美
智
子
）
横
宮
町

河
合　
心み

お緒

佑
樹 梓
）
扇
が
丘

直
江
莉り

い

さ
衣
紗

智
樹 

由
紀
子
）
長　
池

2013 年度
日本昆布協会昆布大使に任命
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　北陸朝日放送の「第12回ふるさとＣ
Ｍ大賞」で市のＣＭ「3千年の声にドキ
土器！」が放送されていました。さっそ
くのっティでロケ地の御経塚遺跡に行っ
てみました。
　遺跡は、北陸最大級の縄文時代のムラの
跡。ムラが栄えたのは、今から約3700年
前～約2500年前の1200年の長い期間で
す。公園内には竪穴住居があり自由に見学
できます。また、公園横にはふるさと歴史
館があり、御経塚遺跡で見つかった数々の

出土品や市内の弥生時代～中世の遺物につ
いての遺跡が紹介されています。
　ふるさと歴史館の市村さんにお話を聞
きました。
　「私が中学生の時に、川底から矢じり
や土器の破片を見つけたことがきっかけ
で遺跡の発掘が始まりました。遺跡は昭
和52年に国の指定史跡になり、出土品
は平成22年に重要文化財になりました。
多くの人に古代のロマンを感じて欲しい
ですね」

御経塚史跡公園（北部ルート 25）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

ムラの中央には共同の祭
さい

祀
し

・集会の広場があり、その周りに10戸ぐらいの住
居が、建っていました。住居は、竪穴式ワンルームで５、６人が住んでいた
と言われています。（バス停「御経塚史跡公園」から徒歩１分）

ふるさと歴史館では、夏休
みに、子どもたちが土器や
勾
まが

玉
たま

作りなどの体験ができ
る“古代体験”を行ってい
ます。大人も、順次体験が
出来ますので、問い合わせ
してください。

℡　246−0133

市村　正則さん
案内人

御経塚遺跡

近くに大型スーパーがあります

ＣＭは北陸朝日放送で放送中

御
経
塚

史
跡
公
園

のっティで巡る

ののいち探訪⑱


